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第１ 趣旨

今日、 薬物乱用問題は 、 世界的な 広が り を 見せ 、 人間の 生命は も と よ

り 、 社会や国の 安全や安定を 脅か すな ど 、 人類が 抱え る 深刻な 社会問題

の １ つと な っ て い る 。 我が 国に おい て も 、 平成10年５ 月に 策定し た 「 薬

物乱用防止五か 年戦略」 を 皮切り に 、 こ れま で ５ 度に わ た り 同戦略を 策

定し 、 予防啓発活動や取締り 等を 含め た 総合的な 対策を 実施し て き た 。

そ の 結果、 我が 国は 諸外国と 比較し て 、 極め て 低 い 薬物生涯経験率を 誇

っ て いる 。

特に 覚醒剤乱用検挙者数は 近年減少の 一途を た ど り 、 第三次覚醒剤乱

用期の ピ ーク で あ る 平成９ 年の １ 万９ 千人台と 比べ、 令和４ 年に は6, 2

89人と 約三分の一ま で 減少し た 。

し か し な が ら 大麻事犯の 急激な 増加に よ り 、 全 薬物事犯の 検挙人数を

見る と 、 こ こ 10年間は １ 万４ 千人前後の 横ばい 状態で あ り 、 引き 続き 予

断を 許さ な い 状況で あ る 。 ま た 、 令和元年には 覚醒剤の 押収量が 2, 649. 7

kgと 過去最多を 記録し 、 潜在的な 需要が存在する こ と を 示し て い る 。

さ ら に 、 覚醒剤事犯で は 再犯者率が 約７ 割と 高 水準な 上、 そ の 割合は

増加傾向に あ る こ と か ら 、 再乱用防止対策が 重要な 対策と な っ て い る 。

戦後約70年、 我が 国の 主要な 薬物犯罪は 覚醒剤 事犯で あ っ た が 、 令和

５ 年に は 大麻事犯検挙者数が 覚醒剤事犯検挙数を 上回る な ど 、 今ま さ に

大麻乱用期の 渦中に あ る と 言え 、 大麻に 特化し た 施策が 急務と な っ て い

る 。

福島県に おい て も 、 薬物乱用対策推進本部を 中 心に 関係機関及び関係

団体が 連携協力し て 積極的な 対策を 実施し て き た と こ ろ で あ る が 、 県内

に おけ る 大麻事犯検挙者数は 全国と 同様増加傾向 に あ り 、 一般県民層へ

の浸透が みら れる な ど 、 憂慮すべき 事態が続いて いる 。

こ の よ う な 事態に 対処する た め 、 当本部は 、 令 和５ 年８ 月策定の 「 第

六次薬物乱用防止五か 年戦略」 並びに 各関係機関 の こ れま で の 取組み・

課題を 踏ま え 、 令和８ 年度に 実施すべき 対策を 次 の と おり 策定し 、 関係

機関及び関係団体が 連携し 、 県民総ぐ る みで 取り 組むこ と に よ り 、 薬物

乱用の根絶を 図る 。

第２ 主唱及び実施機関

１ 本要綱は 、 福島県薬物乱用対策推進本部が 主唱 し 、 こ れを 構成する 各

行政機関・ 教育機関・ 取締機関等が推進する も の と する 。

各構成機関に おい て は 、 速やか に 関係の 会議を 開催し 、 必要な 指示、

指導及び協議を 行い、 こ れら の趣旨の 徹底を 図る よ う 努める 。

な お、 各構成機関ご と の 目標別所管につい て は、 別表に定める 。



２ 薬物乱用関係情報の 交換、 対策の 協議等、 薬物 乱用取締機関相互間の

緊密な 連携を 図る た め 、 各種取締対策協議会等を 開催し 、 定期的（ 必要

によ っ て 適時） に 情報交換等を 行う よ う 努め る 。

３ 各地区の 薬物乱用防止指導員協議会に 対し て も 、 関係行政機関等の 協

力によ り こ の要綱に添っ た 活動を 推進する よ う 要請する も のと する 。

な お、 薬物の 乱用及びそ の 弊害を 根絶する た め に は 、 当本部と 市町村

が 積極的に 協力し て そ の 対策を 実施する 必要が あ る の で 、 市町村に 対し

て も 、 関係行政機関等の 協力を 得て こ の 要綱に 添 っ た 措置を 推進する よ

う 要請する も のと する 。

第３ 薬物乱用を 取り 巻く 動向

１ 国内動向につい て

令和７ 年中の薬物事犯の 検挙人員は14, 574人（ +1112人）。 う ち 覚醒剤事

犯の 検挙人員は 6, 395人（ +271人） と 近年減少傾向で あ っ た が 、 前年よ り

増加し た 。

大麻事犯の 検挙人員は、 平成26年か ら 増加傾向に あ っ た と こ ろ 、 令和７

年中は6, 832人（ ＋754人） と 、 前年よ り 大幅に増加し 過去最多と な っ た 。

麻薬及び向精神薬事犯の 検挙人員は 1, 334人（ ＋84人） と 、 前年よ り 増

加し 、 こ のう ち 、 コ カ イ ン の検挙人員が 804人（ ＋218人） と 、 前年よ り 大

幅に増加し 過去最多と な っ た 。

令和７ 年中の密輸入事犯に おけ る 覚醒剤の押収量は1, 276. 6kg（ －103. 2

kg） と 、 前年よ り 減少し た 。 ま た 、 大麻濃縮物の押収量は305. 0kg（ ＋243.

5kg） と 、 前年よ り 大幅に 増加し 、 乾燥大麻の押収量は120. 6kg（ ＋43. 4kg）

と 、 前年よ り 増加し た 。

ま た 、 総押収量に つい て は 、 覚醒剤が 1, 628. 6kg（ ＋219. 6kg）、 乾燥大

麻が 428. 4kg（ ＋110. 4kg）、 大麻草が 4, 503本（ －1, 374本）、 大麻濃縮物が

315. 3kg（ ＋247. 7kg） 等と な っ た 。

令和７ 年中の少年及び20歳代の検挙人員は、 覚醒剤事犯が 1190人（ +216

人）、 大麻事犯は5, 006人（ ＋528人） と 、 と も に増加し 、 大麻について は、

検挙者数の7割以上が２ ０ 歳代以下で あ る 。

覚醒剤事犯の 再犯者率は 、 令和７ 年は64. 6％（ －2. 0％） と 昨年と 比べ

て 減少し て いる が 、 そ の割合は非常に高い。

危険ド ラ ッ グ 事犯の 検挙人員は 、 平成27年の ピ ーク 以降、 減少傾向が 続

いて いた と こ ろ 、 令和４ 年に増加に転じ 、 令和６ 年ま で に大幅な 増加を 記

録し た が 、 令和７ 年中は366人（ 前年比－291人） と 、 前年よ り 大幅に 減少

し た 。

２ 県内動向につい て

令和７ 年の 覚醒剤事犯検挙者数は 56人（ +3人） と 増加し 、 昨年度に 引

き 続き 宮城県に 次い で 東北ワ ース ト ２ 位と な っ た 。 ま た 、 大麻事犯検挙

者数は48人（ ＋27人） と 大幅に 増加し た 。

危険ド ラ ッ グ 販売店舗に つい て 、 平成26年に は 県内に ２ 店舗確認さ れ

た が 、 東北厚生局麻薬取締部、 県警及び県薬務課 の 合同に よ る 立入調査



・ 捜査に よ っ て 、 い ずれの 店舗も 廃業に 至っ た 。 し か し 、 令和５ 年に 危

険ド ラ ッ グ の 取扱い 疑い の あ る 店舗に 対し て 立入 検査が 行わ れる な ど 、

引き 続き 警戒が必要な 状況にあ る 。

第４ 実施すべき 薬物乱用対策

薬物乱用の 根絶を 図る た め 、 以下の ５ つの 目標 を 掲げ 、 そ れぞ れ の 目

標を 達成する た め 必要な 対策を 講じ る こ と と する 。

（ 目標１ ） 青少年を 中心と し た 広報・ 啓発を 通 じ た 国民全体の 規範意

識の向上に よ る 薬物乱用未然防止

（ 目標２ ） 薬物乱用者に 対する 適切な 治療と 効 果的な 社会復帰支援に

よ る 再乱用防止

（ 目標３ ） 国内外の 薬物密売組織の 壊滅、 大麻 を は じ め と する 薬物の

乱用者に 対する 取締り の 徹底及び多様 化する 乱用薬物等に 対

する 迅速な 対応によ る 薬物の流通阻止

（ 目標４ ） 水際対策の徹底によ る 薬物の密輸入阻止

（ 目標５ ） 国際社会の一員と し て の 国際連携・ 協力を 通じ た 薬物乱用

防止

目標１ 青少年を 中心と し た 広報・ 啓発を 通じ た 国民全体の 規範意識の 向

上に よ る 薬物乱用未然防止

こ れま で に 、 関係機関が 一体と な っ て 実施し て き た 薬物乱用未然防止の

た め の 諸施策に よ り 、 国民全体の 薬物生涯経験率は 諸外国に 比べて 低水準

を 保持し て き た 。

し か し な が ら 、 内閣府の 治安に 関する 世論調査に よ れば６ 割を 超え る 国

民が 「 偽の 情報を 含め た 様々な 情報が イ ン タ ーネ ッ ト 上で 氾濫し 、 そ れが

容易に 手に 入る 」 と 不安視し て い る 状況に あ る 。 特 に 大麻に つい て は 、 大

麻事犯で 検挙さ れた 者の 約８ 割が大麻の 危険（ 有害） 性について 「 な し （ 全

く な い ・ あ ま り な い ）」 と 認識し 、 約３ 割が「 イ ン タ ーネ ッ ト か ら 危険（ 有

害） 性を 軽視する 情報を 入手し た 」 と 回答する な ど 、 イ ン タ ーネ ッ ト に お

け る 誤っ た 情報の 流布が 薬物乱用の 根絶を 図る 上で 大き な 障壁に な る おそ

れがあ る 。

福島県で は 、 薬物乱用を 未然に 防止する た め 、 特 に 青少年を 中心に 薬物

乱用の 危険性・ 有害性を 正し く 認識さ せる べく 、 学校等と 連携し た 薬物

乱用防止教室を 開 催する と と も に 、 年間を 通し た 各種啓発活動や街頭パ ト

ロ ール 等に 取り 組 ん で き た 。 そ の 結果、 県内に おけ る 少年薬物事犯は 大幅

に 減少し て い る （ 平成15年： 77人→ 令和７ 年： 12人（ 福島県警察本部組織

犯罪対策課））。

し か し 、 青少年を 中心に 乱用が 拡大し て い る 大麻 や、 今後流通し う る 乱

用薬物に つい て 、 薬物の 具体的な 危険性・ 有害性、 薬物乱用への 勧誘に 対

する 対応方法等、 よ り 理解し やすい 手法を 検討し な が ら 、 効果的な 啓発を

実施する 必要があ る 。



こ のた め 、 以下の 対策を 講ずる こ と と する 。

（ １ ） 学校におけ る 薬物乱用防止教育及び啓発の 充実

児童・ 生徒・ 学生が 、 薬物乱用の 危険性・ 有害性に つい て 正し い

知識を 持ち 、 薬物乱用を 拒絶する 規範意識を 向上さ せる こ と が で き

る よ う 、 小学校、 中学校、 高等学校及び大学 生等に おけ る 指導・ 教

育内容の 充実を 図る と と も に 、 指導者が 、 科 学的知見に 基づい た 適

切な 指導・ 教育方法を 修得する よ う 研修を 行う 。

（ ２ ） 有職・ 無職少年に対する 啓発の強化

少年の 覚醒剤事犯・ 大麻事犯検挙者の う ち 、 有職・ 無職少年の 占

め る 割合が 大き い 反面、 こ の よ う な 少年は 薬物乱用防止教育を 受け

る 機 会が 少な い 状況に あ る 。 そ こ で 、 有職・ 無職少年の 生活状況に

対応 し つつ、 薬物乱用防止に 関する 啓発に 触れ る 機会を 提供する と

と も に、 手法を 工夫し た 啓発を 実施する 。

（ ３ ） 国民全体の 規範意識の向上に向け た 広報・ 啓発活動の推進

青少年によ る 薬物乱用を 防止する た め には、 学校教育の みな ら ず、

国民 全体の 規範意識向上が 肝要で あ り 、 大麻を は じ め と し た 違法薬

物に つい て 効果的な 広報・ 啓発を 実 施する 必要が あ る た め 、 地域住

民対 象の 薬物乱用問題を テ ーマ と し た 講習会な ど への 講師派遣や相

談窓 口の 周知を 行う と と も に 、 県民 に さ ら に 深く 理解を 促すた め 、

以下のよ う な 取組を 行う 。

① 街頭キ ャ ン ペーン 等によ る 啓発の充実

・「 ダ メ 。 ゼッ タ イ 。」 福島県普及運動（ 6月20日～7月19日）

・「 不正大麻・ け し 撲滅運動」（ 5月1日～7月31日）

・「 青少年健全育成県民総ぐ る み運動」（ 7月1日～8月31日）

・「 青少年の非行・ 被害防止全国強調月間」（ 7月）

・「 社会を 明る く する 運動」（ 7月）

・「 麻薬・ 覚醒剤・ 大麻乱用防止運動」（ 10月～11月）

・「 子ど も ・ 若者育成支援強化月間」（ 11月） 等

② 各種団体の協力等によ る 啓発活動の 推進

各構成機関に おい て は 、 そ れぞ れが 所管する 各種団体（ 通関業

者等輸出入関係、 労働災害防止関係、 建設 ・ 土木関係、 運送業関

係、 漁業・ 海洋レ ジ ャ ー関係、 航空会社・ 海外旅行業関係、 風俗

営業関係、 生活衛生営業関係等） に 対し て 、 薬物乱用対策への 協

力を 要請する 。

目標２ 薬物乱用者に 対する 適切な 治療と 効果的な 社会復帰支援に よ る 再

乱用防止

薬物を 乱用し た 者の 再乱用防止対策に つい て は 、 早期に 発見し 、 早期に

対応を 行う こ と が 重要で あ り 、 ま た 、 そ の 際に は 本人の 状態や状況に 応じ

た 対応が 必要で あ る 。 薬物乱用は 犯罪行為で あ る と と も に 薬物依存症と い



う 病気で あ る 場合 が あ る こ と を 十分に 認識し 、 薬物依存の 問題を 抱え る 者

等への 相談支援等 に 携わ る 人材・ 機関の 更な る 充実を 図る と と も に 、 各関

係機関が “ 息の 長 い ” 支援を 実施で き る よ う 、 連携体制を 更に 強化する 必

要が あ る 。

福島県に おい て は 、 県精神保健福祉セ ン タ ーに おけ る 家族教室や各保健

所相談窓口を 通じ て 薬物乱用者及びそ の 家族等に 対 する 支援を 行っ て き た

と こ ろ で あ る が 、 さ ら に 、 関係機関が 連携し て 対策 を 講じ て い く 必要が あ

る 。

ま た 、 薬物依存症に 対する 治療及び薬物乱用者の 社会復帰支援に は 、 関

係機関の 連携の み な ら ず、 ダ ル ク な ど 民間団体等と の 連携や薬物問題に 悩

む家族へのき め細か な 支援も 必要で あ る 。

こ のた め 、 以下の 対策を 講ずる こ と と する 。

（ １ ） 薬物依存症者等への 医療提供体制の強化

薬物依存症の 治療を 提供で き る 医療機関は 限ら れて い る が 、 薬物

の 再 乱用防止に は 、 薬物依存症か ら の 回復に 向け て 適切な 治療を 継

続し て 実施する 必要が あ る た め 、 民 間団体・ 関係機関等と の 連携を

強化し 医療提供体制の充実を 図る 。

（ ２ ） 刑事司法関係機関等におけ る 社会復帰に繋げる 指導・ 支援の 推進

薬物乱用者の 薬物の 再乱用を 防止する た め に は 、 薬物依存症の 患

者で あ る 可能性が 高い 薬物事犯者に 対し 、 薬物を 使用し な い よ う 指

導す る こ と に 加え 、 薬物依存症は 適 切な 治療・ 支援に よ り 回復する

こ と が で き る 病気で あ る と い う 認識 を 持た せ、 適切な 治療・ 支援を

受け さ せる 等、 刑事施設等入所中か ら 保護観察を 経て 地域移行に 至

る ま で の 継続的か つ長期的な 指導・ 支援を 充実さ せる こ と が 重要で

あ る 。 そ こ で 、 関係各機関（ 保護観 察所、 医療機関、 取締機関、 行

政機 関等） と 民間団体（ 自助グ ル ー プ 等） と の 緊密な ネ ッ ト ワ ーク

体制 を 構築し 、 円滑な 社会復帰に 対 する 支援を 充実さ せる た め 、 以

下の取組を 推進する 。

① 矯正施設におけ る 効果的な 指導・ 支援の 推進

② 保護観察対象者に 対する 効果的な 指導・ 支援の推進

③ 民間団体・ 関係機関等と の連携強化

④ 更生保護施設におけ る 社会復帰支援体制の強化

⑤ 刑事司法関係機関によ る 社会復帰支援の 推進

⑥ 大麻事犯者の 特性に対応し た 効果的な 指導・ 支援の推進

（ ３ ） 地域社会に おけ る 本人・ 家族等への支援体制の 充実

薬物乱用者の 再乱用を 防止する た め に は 、 刑事司法関係機関で の

対応 を 終え た 後も 地域社会の 中で 引 き 続き 適切な 支援を 受け る こ と

が で き る よ う 、 地域の 医療・ 保健・ 福祉機関と 連携を 図り 、 適切な

機関へつな げて いく こ と が重要で あ る 。

薬物問題に 最初に 気付く の は 家族な ど の 身 近な 人が 多い こ と 、 長

期間 本人の 薬物問題に 巻き 込ま れ消 耗し た 家族等自身の ケ ア が 必要

で あ る こ と か ら 、 早期発見・ 早期対 応と と も に 家族等への ケ ア を 行

う た め、 相談窓口の 周知と 相談体制の充実を 図る 。



（ ４ ） 薬物依存症に関する 正し い理解の促進

薬物依存症は適切な 治療・ 支援によ り 回復可能な 病気で あ る た め、

薬物 依存症に 対する 正し い 知識と 理 解つい て 積極的か つ継続的な 普

及啓発を 実施する 。

目標３ 国内外の 薬物密売組織の 壊滅、 大麻を はじ めと する 薬物の 乱用者

に対する 取締り の徹底及び多様化する 乱用薬物等に 対する 迅速な

対応によ る 薬物の流通阻止

関係機関が 緊密に 連携し 、 徹底し た 取締り を 実施 し た 結果、 覚醒剤事犯

を 大幅に 減少さ せる こ と が で き た 。 し か し な が ら 、 大麻を は じ め と する 他

の 薬物の 乱用が 顕著に な り 、 結果と し て 薬物事犯全 体の 検挙人員は こ こ 数

年横ばいを 推移し て いる 。

特に 大麻事犯の 摘発者が 後を 絶た ず、 大麻乱用期 の 渦中と も 評さ れ る こ

と か ら 、 早期の鎮静化に 向け た 対応が必要であ る 。

さ ら に 、 薬物の 密売に つい て サ イ バ ー空間を 悪用 し た 手口も 拡大し 、 よ

り 一層巧妙化・ 潜在化し て い る 。

福島県で は 、 各取締機関が 連携し 、 末端乱用者に 対する 徹底的な 捜査や

水際対策を 講じ る こ と に よ り 、 覚醒剤事犯者を 毎年 数十人検挙する な ど 、

環境浄化に 寄与し て い る 。 ま た 、 医療用麻薬や向精 神薬等が 不正に 売買さ

れ 、 あ る い は 乱用者の 手に 渡る こ と が な い よ う 、 医 療機関等に 対する 監視

指導を 実施し て いる 。

不正薬物の 流通を 阻止する た め に は 、 需給両面か ら の 対策が 必要で あ る

こ と か ら 、 以下の対策を 講ずる こ と と する 。

（ １ ） 暴力団、 準暴力団等及び国際犯罪組織の薬物密売対策の推進

暴力団等の 国内薬物密売組織に 打撃を 与え る た め 、 関係機関が 連

携し 、 取締り を 強化する と と も に 厳正な 科刑 の 獲得に 努め て 首領等

構成員の長期社会隔離を 図る 。

ま た 、 薬物密売組織に 打撃を 与え る た め に は 、 資金面の 対策が 必

要で あ る こ と か ら 、 薬物犯罪収益に係る 取締り 、 剥奪等を 図る 。

（ ２ ） 巧妙化・ 潜在化する 密売事犯への対応

秘匿性の 高い メ ッ セ ージ ア プ リ 、 暗号資産 等の 利用等、 巧妙化・

潜在 化する あ ら ゆ る 密売手口に 対応 する た め 、 関係機関等と 連携し

た 情報収集の強化及び捜査協力体制の確保を 図る 。

（ ３ ） 大麻を はじ めと する 薬物の乱用者に対する 取締り の徹底

薬物の 乱用は 乱用者自身の 心身を むし ばむ ばか り で な く 、 乱用者

が 薬物の 影響等に よ り 事件や事故を 引き 起こ すな ど 、 周囲へも 甚大

な 被害や影響を 及ぼ すこ と が あ る 。 ま た 、 薬 物の 購入が 暴力団等の



薬物密売組織の資金源と な っ て い る 側面も あ る 。

こ の た め 、 需要側で あ る 末端乱用者の 取締 り に よ り 、 薬物の 流通

阻止及び規範意識の維持向上によ る 需要の削減を 図る 。

（ ４ ） 正規流通麻薬、 向精神薬等に対する 監督強化

医療用麻薬、 向精神薬等が 不正な 売買や譲 渡・ 譲受等を 通じ て 乱

用さ れる の みな ら ず、 重大事犯に 悪用さ れる 事例を 防止する た め 、

ま た 、 医療用麻薬、 向精神薬等が 国外に おい て 乱用さ れて い る 実態

も 考慮に 入れ、 医療用麻薬、 向精神薬等の 適 正管理に つい て 、 医療

機関、 薬局、 取扱業者等への指導・ 監督を 徹底する 。

目標４ 水際対策の徹底によ る 薬物の密輸入阻止

薬物乱用防止の た め に は 、 需要の 根絶を 図る と と も に 、 そ の 供給を 遮断

する こ と が 肝要で あ る 。 覚醒剤を 始め 、 乱用さ れる 薬物の ほ と ん ど が 外国

か ら 密輸さ れた も の と 考え ら れる 。 薬物密輸を 阻止 する た め 、 水際対策の

徹底を 引き 続き 図る と と も に 、 密造に 用い ら れる お そ れの あ る 原料物質に

ついて も 適切な 貿易管理を 行う こ と が必要であ る 。

こ の よ う な 不正薬物の 密輸阻止に 向け た 水際対策 の 徹底を 図っ て い く た

め に は 、 密輸等に 関する 情報収集・ 分析能力を 高め る と と も に 、 関係機関

が 連携し て 水際におけ る 薬物取締体制を 強化する 必要が あ る 。

こ のた め 、 以下の 対策を 講ずる こ と と する 。

（ １ ） 密輸等に関する 情報収集の強化

国際物流や出入国旅客が 増大する 中、 効果的な 水際取締り を 行う

た め に 、 国内外関係機関と 連携し 、 密輸情報 の 早期入手に 努め る と

と も に、 検挙事件か ら 、 密輸組織の実態に迫る 情報の 入手に努める 。

（ ２ ） 薬物密輸ルート の解明と 水際に おけ る 取締体制の構築

薬物の 国内流入を 阻止する た め 、 密輸関連情報な ど の 有効な 活用

や必要な 人員の 確保に 加え 、 薬物密輸組織に 対する 取締体制の 強化

を 図る 。

（ ３ ） 水際と 国内の関係機関が連携し た 薬物取締り の 徹底

密輸事犯の 取締り を 効果的・ 効率的に 実施 する た め に は 、 密輸入

事犯に対し て 、 水際と 国内の 関係機関が十分に 連携する 必要があ る 。

こ の た め 、 コ ン ト ロ ール ド ・ デリ バ リ ー捜査の 積極的な 活用や、

共同 で 行う 船舶に 対する 検査、 張込 み調査等、 関係機関の 専門性の

相互補完を 図り つつ、 よ り 一層連携を 強化する 。



目標５ 国際社会の一員と し て の国際連携・ 協力を 通じ た 薬物乱用防止

違法薬物は 大陸や海洋を ま た ぎ 世界規模で 取引さ れて い る 。 ま た 、 薬物

仕出国や中継国の 多様化が 進ん で おり 、 国際的な 薬 物取締網を 構築、 強化

する こ と が 急務であ る 。

近年、 嗜好用途で の 大麻の 使用を 合法化する 国が 増え て き て い る が 、 合

法化に よ る 消費率の 増大、 違法市場の 拡大、 組織犯 罪の 拡大と い う 差し 迫

っ た 問題への 対処に 成功し て おら ず、 か え っ て 大麻 の 使用に よ っ て 生じ る

害の 認識を 低下さ せて い る と の 報告も あ り 、 引き 続 き 条約等を 遵守し た 上

で 大麻等を 規制する こ と の重要性を 発信する 必要が あ る 。

こ の た め 、 以下の 対策を 講ずる こ と と する 。

（ １ ） 多様化する 密輸ル ート の 解明と 海空路に よ る 密輸への 対応の 充実

強化

輸入申告さ れる 貨物に 対し て 、 移動式エ ッ ク ス 線検査装置等を 活

用し 、 効果的な 検査を 実施する 。 ま た 、 国際 郵便を 利用し た 密輸事

案に 対し て は、 密輸防止のた めに 国際的な 連携を 図る 。

（ ２ ） 国際会議・ 国際枠組への積極的な 参画

薬物乱用問題に対する 国際貢献の 一環と し て 、「 ダ メ 。 ゼッ タ イ 。」

国連支援募金活動に協力する 。



 

　保健福祉部、福島少年鑑別所、

　東北厚生局麻薬取締部、福島労働局、

　警察本部、他関係機関

　保健福祉部、東北厚生局麻薬取締部、

　他関係機関

（ ３ ） 国民全体の規範意識の向上に向けた

　　　　 広報・啓発活動の推進

（ ３ ） 地域社会における本人・家族等への支

         援体制の充実

（ ３ ） 大麻をはじめとする薬物の乱用者に対す

　　　　 る取締りの徹底

（ ３ ） 水際と国内の関係機関が連携した

　　　薬物取締りの徹底

　保健福祉部、市町村、福島保護観察所、

　小名浜税関支署、警察本部、

　福島少年鑑別所、東北厚生局麻薬取締部、

　(公財)県暴力追放運動推進センター、

　他関係機関

　

　保健福祉部、福島少年鑑別所、

　福島保護観察所、東北厚生局麻薬取締部、

　警察本部、他関係機関

　警察本部、東北厚生局麻薬取締部、

　保健福祉部、他関係機関

　警察本部、仙台出入国在留管理局、

　小名浜税関支署、福島海上保安部、

　東北厚生局麻薬取締部、他関係機関

（ ４ ） 薬物依存症に関する正しい理解の促進
（ ４ ） 正規流通麻薬、向精神薬等に対する

　　　　　監督強化

（ ２ ） 有職・無職少年に対する啓発の強化
（ ２ ） 刑事司法関係機関等における社会復

         帰に繋げる指導・支援の推進

（ ２ ） 巧妙化・潜在化する密売事犯への対応 （ ２ ） 薬物密輸ルート の解明と水際における

         取締体制の構築

（ ２ ） 国際会議・国際枠組への積極的な

         参画

　保健福祉部、商工労働部、福島労働局、

　福島少年鑑別所、警察本部、

　他関係機関

　福島刑務所、福島少年鑑別所、

　福島保護観察所、警察本部、

　東北厚生局麻薬取締部、他関係機関

　警察本部、東北厚生局麻薬取締部、

　他関係機関

　警察本部、仙台出入国在留管理局、

　小名浜税関支署、福島海上保安部、

　東北厚生局麻薬取締部、他関係機関

　保健福祉部、警察本部、

　東北厚生局麻薬取締部、他関係機関

（ １ ） 学校における薬物乱用防止教育及び

         啓発の充実

（ １ ） 薬物依存症者等への医療提供体制の

         強化

（ １ ） 暴力団、準暴力団等及び国際犯罪組織

         の薬物密売対策の推進
（ １ ） 密輸等に関する情報収集の強化

（ １ ） 多様化する密輸ルート の解明と海空

         路による密輸への対応の充実強化

　保健福祉部、教育庁、警察本部、

  東北厚生局麻薬取締部、市町村、

　小名浜税関支署、他関係機関

　保健福祉部、福島少年鑑別所、

　他関係機関

　警察本部、仙台出入国在留管理局、

　福島地方検察庁、小名浜税関支署

　福島海上保安部、東北厚生局麻薬取締部

　他関係機関

　警察本部、仙台出入国在留管理局、

　小名浜税関支署、福島海上保安部、

　東北厚生局麻薬取締部、他関係機関

　警察本部、仙台出入国在留管理局、

　小名浜税関支署、福島海上保安部、

　東北厚生局麻薬取締部、他関係機関

薬物乱用対策目標別所管図

　 県では、薬物乱用対策推進本部を中心に関係機関及び関係団体が連携協力して、積極的な対策を実施してきたところであるが、県内における薬物事犯検挙者数は依然として高止まりしており、一般県民層、特に青

少年への浸透が懸念される状況にある。そのため、令和５ 年８ 月に策定された国の「第六次薬物乱用防止五カ年戦略」を参考に５ つの目標を設定し、薬物乱用のない社会を目指してさらなる対策の強化推進を図る。

目標1

　 青少年を中心とした広報・啓発を通じた国民

 全体の規範意識の向上による薬物乱用未然

 防止

目標２

　 薬物乱用者に対する適切な治療と効果的な

 社会復帰支援による再乱用防止

目標３

　 国内外の薬物密売組織の壊滅、大麻をはじ

　めとする薬物の乱用者に対する取締りの徹底

　及び多様化する乱用薬物等に対する迅速な

　対応による薬物の流通阻止

目標４

　 水際対策の徹底による薬物の密輸入阻止

目標５

　 国際社会の一員としての国際連携・協

 力を通じた薬物乱用防止


